
　

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
た
那
須
烏
山
市
庁
舎
整
備
基
本
構
想

（
素
案
）
の
検
討
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
、
10
月
１

日
㈫
、
川
俣
純
子
市
長
あ
て
に
答
申
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、答
申
の
内
容
を
踏
ま
え
、市
の
方
針

と
し
て
、那
須
烏
山
市
庁
舎
整
備
基
本
構
想（
原

案
）を
策
定
す
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
職
員
出
前
講
座
や
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
庁
舎
整
備
や
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
意
見

交
換
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
ほ
か
、
庁
舎
整

備
に
関
し
て
、
市
に
提
出
さ
れ
た
提
案
書
お
よ

び
要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

庁舎整備ニュースレター VOL.9

新庁舎？新庁舎？新庁舎？新庁舎？

庁
舎
整
備
基
本
構
想（
原
案
）に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
実
施

11
月
25
日
㈪
に
、
横
枕
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
境
地
区
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
団

体
のSakai D

ream
 H
eroes

か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、「
庁
舎
整
備
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
職
員
出
前
講
座
を
開
催
し
、

17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
主
な
ご
意
見
】

・
用
事
が
無
く
て
も
集
う
こ
と
が
で
き
る
庁
舎

や
公
共
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
ほ
し
い
。庁

舎
は
住
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
場
所
に

整
備
す
べ
き
。

・
庁
舎
や
公
共
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、
市
内

に
働
く
場
所
を
創
出
し
て
い
く
取
り
組
み
を

し
て
ほ
し
い
。

・
人
口
の
減
少
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
本
市
に

は
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。行
政
側
も
課
題

解
決
に
繋
が
る
効
果
的
な
対
策
を
展
開
し
て

ほ
し
い
。

・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
廃
線
は
、

那
須
烏
山
市
に
と
っ
て
は

死
活
問
題
。Ｊ
Ｒ
烏
山
線

存
続
の
た
め
に
も
、Ｊ
Ｒ

烏
山
駅
周
辺
へ
の
新
庁
舎

整
備
が
最
適
だ
。

12
月
１
日
㈰
・
14
日
㈯
に
南
那
須
公
民
館
に

お
い
て
、
ま
た
、
８
日
㈰
・
22
日
㈰
に
烏
山
公
民

館
に
お
い
て
、「
那
須
烏
山
市
庁
舎
整
備
基
本
構

想
（
原
案
）」
を
テ
ー
マ
と
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
計
４
回
開
催
し
、
延
べ
68
人
が
参

加
し
ま
し
た
。　

【
主
な
ご
意
見
】

・
駅
は
公
共
交
通
の
拠
点
で
あ
る
た
め
、
駅
周

辺
に
庁
舎
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
人
が
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
。Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
利
用
向
上

も
含
め
て
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
へ
の
庁
舎
整
備

を
支
持
す
る
。

・
高
校
生
や
保
護
者
か
ら
は
「
駅
近
く
に
庁
舎

が
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
も
利
用
し
や
す
い
。神

長
な
ら
高
校
生
が
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
話
が
出
て
い
た
。こ
う
し
た
声
を
踏
ま
え

た
庁
舎
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

・
新
庁
舎
の
建
設
地
は
、
旧
南
那
須
と
旧
烏
山

の
間
の
神
長
あ
た
り
に
つ
く
る
の
が
良
い
案

と
考
え
る
。

・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
存
続
を
主

に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

大
金
駅
前
に
新
庁
舎
を
建

設
し
て
も
良
い
の
で
は
。

・
周
回
遅
れ
の
本
市
の
未
来

の
た
め
、前
向
き
な
議
論
、

決
議
を
お
願
い
し
た
い
。

金井町連合自治会からの要望書
　12月 27日（金）、金井町連合自治会（金井自治会・
南自治会・あたご自治会・金三自治会）から市長と市議会
議長あてに、「庁舎整備に関する要望書」が提出
されました。

【要望書の内容】
急激な少子高齢化や人口減少により、大型店舗
の撤退や老舗の閉店が相次ぐなど、中心市街地
が空洞化し地域の活力低下が進む中、ＪＲ烏山
線の廃線が現実のものになれば、これまで以上
に地域活力が失われるだけでなく、本市にとっ
て計り知れない痛手を被ることになる。このよ
うなことから、新庁舎を核とした新たなまちづ
くりの推進による中心市街地の活性化や、那須
烏山市の今後の発展のためにも、ＪＲ烏山駅周
辺に新庁舎の整備を要望する。

【賛成】
・ＪＲ烏山線の存続を考えるならば、ＪＲ烏山駅
周辺に新庁舎を整備することは理にかなって
いる。ＪＲ烏山駅を核とした新たなまちづくり
を進め、市街地の活気を取り戻してほしい。

・庁舎機能に加え、コミュニティスペースやイベ
ントスペースとして、観光と連携した色々な活
用が見込める。

・現庁舎は次に大きな地震があれば大変な被害
を受けることが懸念される。災害はいつ発生す
るか分からない。早く整備してほしい。

【反対】
・南那須庁舎と烏山庁舎それぞれを最低限の費
用で改修または新築するのが最善。土地取得の
必要がない現状維持の分庁方式を提案する。

・ＪＲ烏山駅周辺では職員駐車場を含めた十分な
敷地が確保できないのではないか。

【その他】
・デジタル化の推進による職員数削減や行政組
織の見直しが必要。

・庁舎整備に際しての事業手法（公設公営方式・公民連
携方式）の考え方の整理が必要。

　11月１日（金）～ 12月１日（日）の期間、庁舎整備基本構想（原案）に関するパブリッ
クコメントを実施しました。
　その結果、44人からご意見などが提出され、基本構想（原案）に対して「賛成」が
40人、「反対」が２人、「その他」が２人となっています。
　ご意見に対する市の考え方については、市ホームページに掲載していますが、こ
こでは、ご意見の一部を抜粋してご紹介します。

　庁舎整備ニュースレターのバックナンバーは、市ホームページで確認できます。
　庁舎整備に関するご意見については、住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで
下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp ▲市ホームページ

▲パブリック
コメントの結果

職
員
出
前
講
座庁舎整備に関する提案・要望書が提出されました

市
長
と
話
そ
う
！

な
す
か
ら
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

那須烏山市庁舎整備基本構想（原案）に関するパブリックコメント

◀
川
俣
市
長
と
青
木
議
長
に
要
望
書
を

　

手
渡
す
金
井
町
連
合
自
治
会

神長地区に那須烏山市庁舎建設を
推進する会からの提案書
　12月 26日（木）、神長地区に那須烏山市庁舎建
設を推進する会（代表世話人：水上正治氏）から市長あ
てに、「神長地区に那須烏山市庁舎建設の提案
書」が提出されました。

【提案書の内容】
ＪＲ烏山駅周辺が新庁舎の候補地として選定さ
れたが、移転補償費用や既存住民との移転交渉
に多くの時間と費用を要することや、敷地面積
が狭いこと、烏山水処理センターが災害ハザー
ドエリアにあり、防災拠点には適さない。また、
庁舎建設要望区域における地権者の大半が会員
で、土地売却を含めて地元の協力体制が整って
いる。新庁舎候補地であるＪＲ烏山駅周辺より、
神長地区が優位性があるため、候補地の再比較・
検討を提案する。

◀
那
須
烏
山
市
庁
舎
建
設
要
望
区
域
図

　
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
み
）
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那須烏山市庁舎整備基本構想（原案）に関するパブリックコメント
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神長地区に那須烏山市庁舎建設を
推進する会からの提案書
　12月 26日（木）、神長地区に那須烏山市庁舎建
設を推進する会（代表世話人：水上正治氏）から市長あ
てに、「神長地区に那須烏山市庁舎建設の提案
書」が提出されました。

【提案書の内容】
ＪＲ烏山駅周辺が新庁舎の候補地として選定さ
れたが、移転補償費用や既存住民との移転交渉
に多くの時間と費用を要することや、敷地面積
が狭いこと、烏山水処理センターが災害ハザー
ドエリアにあり、防災拠点には適さない。また、
庁舎建設要望区域における地権者の大半が会員
で、土地売却を含めて地元の協力体制が整って
いる。新庁舎候補地であるＪＲ烏山駅周辺より、
神長地区が優位性があるため、候補地の再比較・
検討を提案する。

◀
那
須
烏
山
市
庁
舎
建
設
要
望
区
域
図

　
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
み
）

7 広報なすからすやま 2025.2

地
域
の
情
報

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

市
政
情
報

普
及
啓
発

特
集


